元興寺智光伝について by 滝, 安雄
元
興
寺
智
光
伝
に
つ
い
て
滝
安
雄
元興寺智光伝について
先
ず
日
本
浄
土
教
思
想
発
展
史
の
上
に
お
い
て
、
何
人
も
問
題
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
南
都
に
於
て
そ
の
代
表
的
存
在
と
し
て
、
智
光
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
智
光
の
そ
の
教
学
的
地
位
、
お
よ
び
そ
の
浄
土
教
思
想
を
解
明
す
る
過
程
に
お
い
て
、
未
だ
幾
多
の
問
題
点
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
智
光
の
伝
歴
と
そ
の
教
学
的
地
位
の
み
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
彼
の
思
想
究
明
へ
の
第
一
の
手
が
か
り
と
し
た
い
の
が
目
的
で
あ
る
。
又
教
学
思
想
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
他
日
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
、
今
は
課
題
に
中
心
点
を
置
き
た
い
と
思
う
。
さ
て
吾
が
国
に
仏
教
伝
来
以
来
、
特
に
浄
土
教
関
係
経
論
疏
の
伝
来
は
、
す
で
に
神
龜
四
年
(
A
D
七
二
七
)
「
阿
彌
陀
経
」
の
書
写
を
始
め
、
天
平
年
間
に
伝
来
書
写
さ
れ
て
い
る
事
は
、
正
倉
院
文
書
の
書
写
関
係
文
書
に
よ
つ
て
知
る
・事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
等
は
す
べ
て
学
問
的
関
心
の
み
に
よ
つ
て
導
か
れ
た
も
の
で
な
く
、
書
写
、
読
誦
等
の
功
徳
等
の
種
々
の
条
件
を
考
慮
に
入
れ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
経
論
疏
の
伝
来
の
実
際
と
研
究
の
ズ
レ
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
と
も
か
く
学
問
的
関
心
の
方
向
の
一
端
を
推
察
す
る
事
が
出
来
よ
う
か
。
し
か
し
て
奈
良
仏
教
は
主
と
し
て
、
大
陸
仏
教
の
祖
述
を
本
旨
と
し
た
か
ら
、
経
論
疏
伝
来
等
の
環
境
上
の
諸
条
件
は
当
時
の
学
問
的
傾
向
を
起
す
に
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
仏
教
史
で
一
般
に
論
述
さ
れ
て
い
る
如
く
、
南
都
六
宗
の
中
で
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、
三
論
・
法
相
・
華
厳
の
三
宗
で
あ
り
、
こ
の
中
、
特
に
浄
土
教
思
想
史
上
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
三
論
宗
で
あ
る
。
こ
の
三
論
宗
と
浄
土
教
と
の
関
係
に
つ
い
2/
て
は
、
既
に
宮
[中
に
お
い
て
、
「
無
量
寿
経
」
を
講
じ
た
僧
恵
隠
に
つ
い
て
み
る
事
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
て
、
こ
れ
よ
り
時
代
を
降
る
こ
と
、
二
世
代
を
経
て
、
元
興
寺
智
光
が
出
て
い
る
。
こ
こ
で
課
題
と
し
て
い
る
、
智
光
伝
歴
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。
智
光
伝
歴
考
察
の
上
に
お
い
て
、
先
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
・
そ
の
史
料
的
困
難
と
そ
の
史
料
的
価
値
で
あ
る
。
彼
の
生
国
・
生
年
年
時
・'
俗
姓
・
所
住
の
寺
・
著
作
年
時
・
寂
年
等
を
記
し
た
も
の
が
甚
だ
僅
少
で
あ
る
が
、
そ
の
根
本
史
料
と
し
て
は
、
「
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
三
巻
」
(
奈
良
薬
師
寺
景
戒
撰
、
弘
仁
年
間
(
A
D
八
咽
○
ど
八
二
四
)
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
史
料
的
問
題
を
ハ何
考
察
す
べ
き
で
あ
る
)
が
あ
り
、
又
彼
の
著
「
般
若
心
経
述
義
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
先
ず
霊
異
記
巻
中
に
あ
る
、
「
智
者
-
変
化
の
聖
人
を
誹
り
媚
み
て
.
現
に
闘
羅
の
鸛
に
至
り
、
地
獄
の
苦
を
受
け
し
縁
第
七
」
の
条
に
「
釈
の
智
光
は
河
内
の
国
の
人
、
そ
の
安
宿
郡
鋤
田
寺
の
沙
門
な
り
、
俗
姓
は
鋤
田
の
連
、
後
に
姓
を
上
の
村
主
と
改
む
。
母
の
氏
は
飛
鳥
部
の
造
な
り
。
天
年
聡
明
、
智
慧
第
　
な
り
。
テ
蘭
盆
・
大
般
若
・
心
般
若
等
の
経
疏
を
造
り
、
も
ろ
も
ろ
の
学
生
の
た
め
に
仏
教
を
読
み
伝
ふ
云
々
」
(
高
瀬
承
厳
校
註
和
訳
本
四
〇
頁
以
下
)
と
あ
ゆ
、
彼
の
伝
歴
を
}
部
な
が
ら
伝
え
だ
も
の
と
し
て
最
も
古
い
よ
う
で
あ
る
。
又
彼
の
伝
歴
に
つ
い
て
意
更
に
「
臼
本
往
生
極
楽
記
」
(
続
浄
全
六
・
七
頁
以
下
)
糊,
元
寧
釈
書
し
(
B
仏
全
唱
〇
一
・
一
六
〇
頁
以
下
)
「
私
聚
百
因
縁
集
第
七
」
(
日
仏
全
一
四
八
・
一
二
四
頁
以
下
)
}、本
朝
高
僧
伝
巻
四
」
(
日
仏
全
一
〇
二
・
九
〇
頁
以
下
)
等
に
も
略
伝
を
記
述
し
な
が
ら
、
確
か
な
年
時
を
知
る
事
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
智
光
の
著
で
あ
る
「
般
若
心
経
述
義
」
の
序
文
に
よ
る
と
、
生
誕
並
び
に
出
家
の
年
を
知
る
の
に
は
そ
の
根
本
更
料
と
22
元翼寺智光伝について
云
う
べ
き
で
、
以
下
こ
れ
等
に
よ
つ
て
論
を
進
め
た
い
。
門
般
若
心
経
述
義
」
序
文
に
よ
る
と
「
従
亠生
九
歳
弾、
避
債
肉
鎚
、
遊
一止
伽
輩
。
然
自
ズ志
学
、
至
二天
平
勝
宝
四
年
、
合
三
十
箇
年
中
、
専
憩
松
林
㎜
練
v身
、
研
」神
、
随
鮮
礼
二読
周
雫境
聖
教
云
々
」
(
日
大
蔵
(
三
五
)
般
若
部
章
疏
三
。
五
八
頁
以
下
)
と
述
べ
て
い
る
所
よ
り
彼
の
出
生
年
時
・
出
家
年
時
を
知
る
重
要
な
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
文
中
に
あ
る
「
志
学
し
と
あ
る
ifif�
に
注
目
し
、
今
「
志
学
」
を
彼
の
十
五
才
と
す
る
事
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
十
五
才
よ
り
天
平
勝
宝
四
年
(
A
D
七
五
二
)
迄
三
十
箇
年
と
あ
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
、
元
正
天
皇
養
老
六
年
(
A
D
七
二
二
)
が
智
光
の
+
五
才
と
な
る
事
が
分
り
、
従
つ
て
出
生
年
時
は
元
明
天
皇
和
銅
元
年
(
A
D
七
〇
八
)
と
な
る
。
こ
加
よ
り
し
て
、
出
家
年
時
は
序
交
に
ょ
つ
て
、
}
応
九
才
と
す
る
と
、
即
ち
霊
龜
二
年
(
A
D
七
一
六
)
に
な
る
。
而
し
て
彼
の
出
家
入
寺
し
た
寺
に
つ
い
て
は
、
勿
論
確
実
な
事
が
判
明
し
な
い
が
、
彼
の
伝
歴
に
お
け
る
生
国
俗
姓
等
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
「
霊
異
記
」
の
記
事
か
ら
推
察
す
る
と
き
、
鋤
田
寺
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。
而
し
て
出
家
入
寺
よ
り
元
興
寺
に
住
し
彼
の
活
躍
し
た
事
に
つ
い
て
も
そ
の
年
代
的
に
考
証
す
る
事
も
重
要
な
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
具
体
的
に
示
す
史
料
が
な
い
た
め
に
確
実
に
は
こ
れ
を
知
る
事
が
出
来
な
い
が
、
先
ず
、
彼
の
寂
年
年
時
を
述
べ
た
後
に
少
し
く
そ
の
教
学
上
の
問
題
の
と
き
、
そ
の
一
端
を
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
寂
年
年
時
に
つ
い
て
は
、
「
霊
異
記
」
巻
中
に
「
e
o
i
・
上
略
・
:
・
智
光
大
徳
は
法
を
弘
め
て
教
を
伝
へ
、
迷
を
化
し
て
正
に
趣
か
し
め
、
白
壁
天
皇
の
世
を
以
て
、
智
嚢
.
昌
本
の
地
を
蝓
し
、
奇
紳
、
不
知
の
堺
に
遷
れ
り
」
(
筒
瀬
承
厳
校
註
和
訳
本
四
二
頁
)
と
あ
り
、
即
ち
白
壁
天
皇
は
光
仁
天
皇
で
あ
つ
て
、
そ
の
世
と
云
つ
て
⇔
る
。
而
し
て
、
今
、
年
表
を
み
る
2
に
、
光
仁
天
皇
の
即
位
は
、
宝
龜
元
年
(
A
D
七
七
〇
十
月
一
臼
改
元
)
で
あ
つ
て
、
そ
の
存
位
は
、
宝
龜
十
一
年
(
A
D
七
八
〇
)
で
最
終
で
あ
る
。
依
つ
て
、
智
光
の
寂
年
年
時
は
、
出
生
年
時
を
和
銅
元
年
(
A
b
七
〇
八
)
と
す
る
と
、
七
十
才
前
后
即
ち
、
宝
龜
年
間
(
A
D
七
七
〇
～
七
八
〇
)
に
寂
し
そ
の
生
涯
は
奈
良
時
代
全
般
に
わ
た
つ
て
い
た
と
考
え
る
事
が
出
来
よ
う
。
こ
こ
で
前
に
も
=
言
し
た
が
智
光
が
出
家
以
前
、
鋤
田
寺
に
住
処
し
て
い
た
事
も
推
察
出
来
る
が
、
彼
が
何
才
の
と
き
元
興
寺
に
入
寺
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
見
当
ら
ず
、
彼
の
教
学
の
大
成
お
よ
び
活
躍
の
中
心
は
、
元
興
寺
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
「
元
亨
釈
書
巻
第
ニ
レ
に
、「
釈
智
光
。
内
州
人
。
共
競
光
誠
売
興
博
.
得
乳智
蔵
三
論
之
深
旨
一、
云
々
し
(
日
仏
d+1
1
0
1
・
1
六
Q
頁
以
下
)
と
あ
り
、
「
私
聚
百
因
縁
集
巻
第
七
し
に
よ
る
と
「抑
条
疆
婆
轟
時
大
齧
奈
曳
葉
果
一糞
寺
ご
室
修
箭
豪
菩
馨
為
㍉
凧
弖
量
光
頼
茜
共
学
送
年
云
々
し
(
日
仏
全
}
四
八
・
一
二
四
頁
)
と
、
又
「
諸
寺
縁
起
集
」
所
収
の
「
元
興
寺
縁
起
し
に
「
極
楽
房
智
光
頼
光
之
旧
居
也
云
々
b
(
日
仏
全
一
一
八
・
一
一
頁
)
と
あ
つ
て
、
元
興
寺
極
楽
房
に
住
処
し
て
い
た
事
が
分
る
の
で
あ
り
そ
の
他
「
東
国
高
僧
伝
」
巻
第
二
(
日
仏
全
一
〇
四
・
=
二
頁
以
下
)
に
も
、
い
ず
れ
も
同
門
の
礼
光
と
共
に
元
興
寺
に
住
処
し
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
著
で
あ
る
「
般
若
心
経
述
義
」
の
著
作
年
時
は
、
天
平
勝
宝
四
年
(
A
D
七
五
二
)
で
あ
つ
て
、
「
南
都
元
興
寺
住
釈
、
智
光
撰
」
(
日
大
蔵
(
三
五
)
三
五
八
頁
以
下
)
と
あ
る
か
ら
明
ら
か
に
天
平
勝
宝
四
年
頃
ま
で
元
興
寺
に
居
つ
た
24
元興寺智光伝について
が
、
三
年
後
に
元
興
寺
を
離
れ
て
い
る
事
が
あ
り
、
そ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
正
倉
院
文
書
写
経
文
書
に
「
奉
請
陀
羅
羅
尼
集
十
二
巻
如
意
輪
陀
羅
尼
経
一
巻
右
、
奉
請
八
田
智
光
師
如
件
天
平
勝
宝
七
歳
八
月
廿
一
日
云
々
」
(
大
日
本
古
文
書
十
三
・
一
五
四
頁
)
と
あ
り
、
天
平
勝
宝
七
年
(
A
D
七
五
五
)
に
は
元
興
寺
に
住
処
し
て
居
ら
な
い
が
、
そ
の
後
、
再
び
元
興
寺
に
帰
り
寂
年
迄
住
処
ノ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
智
光
は
三
論
の
学
匠
で
あ
つ
た
事
は
三
論
宗
系
譜
・
諸
伝
に
見
え
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
論
ず
る
事
・を
さ
し
ひ
か
え
る
が
、
図
示
す
る
と
吉
蟇
慧
亮
誰
払
鞴
漿
姦
蘯
厂
礼
光
と
な
り
、
智
光
の
師
を
智
蔵
と
な
つ
て
い
る
が
こ
れ
に
就
て
も
筒
問
題
が
あ
る
が
、
と
も
か
く
三
論
宗
の
系
統
で
あ
つ
て
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
系
で
あ
る
事
は
、
慧
灌
、
福
亮
共
に
吉
蔵
よ
り
三
論
の
深
旨
を
受
け
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
(
慧
灌
伝
「
元
亨
釈
書
」
日
仏
全
一
〇
　
・
三
二
二
頁
以
下
等
)
又
、
智
光
の
吉
蔵
系
正
統
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
現
存
の
「
浄
名
玄
論
略
述
し
は
五
巻
か
ら
な
つ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
巻
第
一
本
末
、
巻
第
二
本
末
、
巻
第
三
本
末
、
巻
第
五
本
等
は
現
存
し
て
い
る
。
而
し
て
本
書
は
か
の
嘉
祥
の
「
浄
名
玄
論
」
を
略
述
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
事
、
お
よ
び
今
は
現
存
し
て
い
な
い
「
法
華
玄
論
略
述
」
に
就
て
は
、
聖
冏
の
「
伝
通
記
蹂
鈔
」
巻
一
に
ss
「
智
光
者
南
都
元
興
寺
人
造
浄
土
論
疏
五
巻
、
此
人
受
嘉
祥
法
華
玄
作
略
述
釈
彼
玄
論
」
(
浄
全
三
・
六
三
頁
)
と
あ
る
を
み
て
も
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
の
正
統
を
伝
え
た
三
論
宗
の
学
匠
で
あ
つ
た
事
は
明
ら
か
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
智
光
の
著
で
あ
る
論
疏
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
.26
⊃
、
「
大
磐
疏
」
二
+
巻
}
二
、
「
法
華
玄
論
略
述
」
五
巻
定
∴
鱒
難
難
穂
墓
(現
存
)
の
三
、
「
正
観
静
暮
{
六
、
畫
蘭
盆
経
疏
し
一
巻
/
以
上
東
域
伝
燈
蟇
録
に
出
ず
。
(
日
仏
全
一
・
仏
教
書
籍
目
録
第
　
)
へ
耽
∴
轍
説
豫
楚
巻
(現
脅仕)
冗
、
「
初
学
三
論
標
宗
義
二
巻
 以
上
諸
宗
章
疏
録
に
出
[
ず
。
十
、
「
四
十
八
願
釈
」
一
巻
十
一
、
「
観
無
量
寿
経
疏
」
以
上
仏
典
疏
銭
目
録
に
出
ず
。
十
二
、
「
安
養
賦
」
一
巻
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
に
出
ず
。
ト
以
上
、
著
作
の
内
「
般
若
心
経
述
義
」
は
現
存
す
る
唯
一
の
も
の
で
、
そ
の
著
作
年
時
に
つ
い
て
は
本
書
序
文
に
天
平
勝
宝
四
年
と
あ
る
ζ
と
か
ち
は
つ
き
り
し
て
い
る
が
他
の
著
作
の
中
「
浄
名
玄
論
略
述
」
億
一
部
分
の
み
現
存
し
寸
他
は
、
如
何
ん
な
が
ら
現
存
し
て
い
な
い
故
、
そ
の
著
作
年
時
は
不
明
で
あ
る
。
以
上
概
略
な
が
ら
智
光
の
伝
歴
と
教
学
的
地
位
、
著
作
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
未
だ
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
も
あ
り
、
又
智
光
の
浄
土
教
思
想
を
解
明
す
べ
唐
、
「
無
量
寿
経
論
釈
」
五
巻
は
部
分
的
に
、
智
光
以
後
の
諸
師
に
引
文
さ
れ
、
散
逸
し
て
い
る
も
の
を
、
高
西
賢
正
氏
「
智
光
の
浄
土
論
疏
に
就
て
」
(
仏
教
研
究
七
巻
一
二
合
併
号
)
戸
松
憲
千
代
氏
の
「
智
光
の
浄
土
教
思
想
に
就
て
」
(
大
谷
学
報
十
八
巻
　
・
四
号
、
十
九
巻
輔
号
)
等
に
よ
つ
て
、
復
元
を
試
み
ら
れ
て
お
り
、
最
近
本
学
の
恵
谷
教
授
が
坂
木
西
教
寺
蔵
「
安
養
集
」
よ
り
復
元
を
更
に
、
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
資
料
と
し
て
彼
の
浄
土
教
思
想
を
知
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
研
究
に
つ
い
て
は
今
後
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
と
し
て
、
他
日
に
ゆ
ず
り
本
課
題
と
し
て
の
稿
を
置
き
た
い
。
興寺智光伝について
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